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「日医標準レセプトコンピュータ」システム（以下、本システムという。）におけるユーザプログ

ラム起動について試用を行い動作検証と仕組みを理解いただくための説明書である。 

 

１．概要 

 

 この機能は、受付業務、患者登録業務、診療行為業務より患者処理が終了した時点で、本システ

ムには実装されていない処理（ユーザが作成した処理プログラム）を実行することを目的とした機

能である。よって、本システムには実行する処理プログラムは存在しないので、ユーザが作成した

処理プログラムがあることを前提とする。 

 

２．ユーザ処理プログラム 

 

  本システムからユーザ処理プログラムを実行する場合は、スクリプトをシステム管理情報に登録

して行う。そのスクリプトを含めその中から実行するコマンドプログラム、処理プログラムなどは

ユーザがすべて作成するものとする。 

 

 以下、試用を行うためにサンプルを用意した。 

 サンプルスクリプトは本システムのソースを取得し、その中の doc/examples/upsample01.sh 

 であるので準備されたい。（以下のような内容である。） 
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 このスクリプトが実行されると、/tmp/userpgparam.txt というファイルが作成される。 

 ファイルの内容は、本システムからスクリプトが実行された時に渡されたパラメータの内容を記録

している。よって、作成する処理プログラムは渡されたパラメータから患者を特定し、必要な処理

を行う内容であればよい。 

 

３．ユーザ処理プログラムに渡されるパラメータ 

 

 本システムからユーザ処理プログラムに渡されるパラメータは以下の内容である。 

 

 （１）処理プログラム（システム側） 

  ユーザ処理プログラムを起動した業務画面を識別するためのものである。 

  現在は以下の３つの値しかない。 

   ・患者登録業務 ： Ｐ０２ 

   ・受付業務   ： Ｕ０２ 

   ・診療行為業務 ： Ｋ０３（請求確認画面） 

 

 （２）処理状況 

  ユーザ処理プログラムを起動した業務画面で患者情報に対してどのような処理を行ったかを識

別するものである。 

・追加処理 ： １ 

   ・更新処理 ： ２ 

   ・削除処理 ： ３ 

 

 （３）システム日付 

  システム日付を西暦８桁で表したものをセットする。業務画面の環境設定で日付を変更した場合

は、その日付をセットする。 

 

 （４）診療日 

  受付業務、診療行為業務では、画面に表示されている診療日を西暦８桁で表したものをセットす

る。 

 

 （５）患者ＩＤ 

  患者ＩＤをセットする。 

 

 （６）患者番号 

  患者番号をセットする。 
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 （７）診療科 

  業務画面で選択表示された診療科に対するコードをセットする。ユーザプログラム起動指示画面

により変更された場合はその診療科に対するコードをセットする。 

 

 （８）ドクター 

  業務画面で選択表示されたドクターに対するコードをセットする。ユーザプログラム起動指示画

面により変更された場合はそのドクターに対するコードをセットする。 

 

 （９）保険組合せ 

  業務画面で選択表示された保険組合せに対する保険組合せ番号をセットする。ユーザプログラム

起動指示画面により変更された場合はその保険組合せに対する保険組合せ番号をセットする。 

 

 （１０）処理・帳票名 

  システム管理情報に登録された処理プログラムの内容を表す名称をセットする。 

 

 （１１）プリンタ名 

  システム管理情報に登録された処理プログラムで使用するプリンタ名をセットする。ユーザプロ

グラム起動指示画面により変更された場合はそのプリンタ名をセットする。 

 

３．試用 

 

  患者登録からユーザ処理プログラムを起動する方法を具体的に説明する。 

  ユーザ処理プログラムは診察券発行を想定する。 

 

 ３－１．ユーザ処理プログラムのインストール 

 

  ユーザ処理プログラムは、site-upgrade.sh にて自動リコンパイルが可能なようにするため

/usr/local/site-jma-receipt/以下に配置することを推奨する。 

 

  サンプルスクリプトを/usr/local/site-jma-receipt/scripts/allways/ に複写する。 

  次に、/usr/lib/jma-receipt/scripts/allways/site-upgrade.sh を実行する。 

  これにより実際には、/usr/lib/jma-receipt/site-lib/scripts/allways/upsample01.sh に複写され

る。 

 

３－２．ユーザ処理プログラムの登録 
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システム管理「９７００ ユーザプログラム起動情報」で設定を行う。 

 

  （１）起動画面の設定を行う。 

 

ユーザ処理プログラムを起動できる業務画面は、 

 （ａ）患者登録（Ｐ０２） 

   （ｂ）受付（Ｕ０２） 

   （ｃ）請求確認（Ｋ０３） 

がある。 

 

 
 

ここでは、患者登録からユーザ処理プログラムを起動するので「患者登録（Ｐ０２）」を選択す

る。 

 

（２）指示画面初期表示の設定を行う。 

 

  設定内容は以下の２つである。 

 「０ 表示しない」 

  「１ 表示する」 

診察券を発行することを考えると患者情報の新規登録の場合がほとんどであり、その他としては
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診察券の再発行くらいである。よって、毎回患者情報を更新するたびに発行するものではないの

で発行指示を行うため「１ 表示する」と設定する。 

 

（３）処理・帳票名の設定を行う。 

 

処理・帳票名は任意の名称を入力する。 

ここでは、「診察券発行」とする。 

 

（４）実行スクリプトの設定を行う。 

 

実行スクリプトは/usr/lib/jma-receipt/site-lib/scripts/ 以下に配置されているのでそこからの

パスを入力する。 

 

ここでは、allways/upsample01.sh とする。 

 

（５）プリンタ名の設定を行う。 

 

プリンタ名はユーザ処理プログラムがプリンタ出力を行う場合、出力先プリンタ名の初期値を入

力する。 

 

  ここでは、診察券発行なのでプリンタからの出力ではないため設定はしない。 

 

（６）処理形態の設定を行う。 

 

  ユーザ処理プログラムが、画面指示が必要であるか、あるいは、どのような場合でも必ず起動す

るものであるかの設定を行う。 

  設定内容は以下の２つである。 

 「１ 画面指示」 

  「２ 全部実行」 

 

  「２ 全部実行」とは、ユーザ処理プログラムが特にパラメータの変更もなくどのような場合で

も必ず実行する場合に設定をする。指示画面初期表示の設定を「０ 表示しない」とし、「２ 全

部実行」とすれば、業務画面で登録をした後、指示画面は表示されず、ユーザ処理プログラムは

実行されることになる。 

 

ここでは、診察券なので前述したとおり毎回発行するものではないので「１ 画面指示」を選択
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する。 

 

（７）実行フラグを設定する。 

 

  実行フラグは、このユーザ処理プログラムを実行するか否かを決定するものである。 

  設定内容は以下の２つである。 

 「実行する」 

  「実行しない」 

 

これを「実行する」と設定しない限り実際には起動できない。 

  このフラグは、ユーザ処理プログラムが常時必要ではない場合で、必要な時にのみ「実行する」

と変更して処理を起動することを想定したものである。また、常時処理は行っているが、なんら

かのトラブルのためそのユーザ処理プログラムのみ起動を停止したい場合の措置のためでもあ

る。 

 

  ここでは、「実行する」とする。 

 

 
 

  以上、設定ができたら「登録」を押下する。 
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 ３－３．患者登録画面からの操作 

 

  初期画面では、システム管理の設定により指示画面の表示ありがデフォルトとなっている。 
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 （１）患者を呼び出し「登録」を押下する。 
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 （２）指示画面を表示するとなっているので、指示画面が表示される。 

  処理・帳票名にカーソルがあるので「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下して進める。 

  プリンタ名まで進んで「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下した場合、あるいは、「追加登録」（Ｆ８キー）

を押下した場合に処理を予約する。 
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 （３）「実行」を押下して処理を起動する。 

 
 

 （４）確認メッセージに対し応答する。 

  「ＯＫ」を押下すると実際にユーザ処理プログラムが起動される。画面はそのまま指示画面へ戻

る。 

  「戻る」を押下するとユーザ処理プログラムは起動されず、指示画面に戻る。 

 

 

 （５）指示画面からの復帰は、「戻る」を押下する。 

  これは、繰り返し発行を行うケースを想定したので直接元の業務画面へ戻ることは止めた。 

 

 ３－４．ユーザ処理プログラムの起動確認 

 

/tmp/userpgparam.txt が作成されているか確認し、ファイルの内容を確認する。 
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  この例では、ファイルの内容は以下となる。 

 
 

４．その他の業務画面 

 

 （１）受付業務 
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 （２）診療行為（請求確認） 
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５．参考 

 

 ５－１．指示画面を表示しないケースを紹介する。 

 

システム管理「９７００ ユーザプログラム起動情報」の設定で「指示画面初期表示」を「０ 表

示しない」とし、「処理形態」を「２ 全部実行」とする。 
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 患者登録画面では、指示画面の表示なしが初期値となっている。これで、「登録」を押下する。 

 
 

 指示画面は表示されず、患者登録の初期画面に戻る。 

 /tmp/userpgparam.txt を確認するとユーザ処理プログラムが起動されたことが確認できた。 

 （この処理を行う前に環境設定で日付を１０月１９日に変更している。） 
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 ５－２．ユーザ処理プログラムを作成する上での留意事項 

 

  システム管理に登録するユーザ処理プログラムは、１つの業務画面から最大１０まで登録が可能

である。 

  ここで、登録した各処理は、実際には同時に起動実行することになる。よって、１つずつ順番に

処理を行いたい場合は、複数の処理を１つのスクリプトから実行するようにし、システム管理に

登録するユーザ処理プログラムは、そのスクリプトのみとしていただきたい。 
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